
豊富な波形機能を搭載したコストパフォーマンスに優れた
フル 2チャンネル 任意波形ファンクションジェネレータ FGX-2220

FGX-2220      
75,000

 

*：正弦波のみ
*1：周波数が 5MHz（周期が <200ns）以上では、設定周波数と波形の立上り /立下り時間の制約により振幅の減少や波形歪みが大きくなります。
*2：パルス幅の設定は、20ns まで設定はできますが、100ns 未満では、設定周波数が高くなるとパルス形の立上り /立下り時間により振幅が制限されます。
*3：外部変調ソースを選択した場合、背面パネルのMOD入力端子から入力する変調信号（最大±5V）に制御されます。変調度が 100％に設定されている場合、
        キャリア振幅は、出力設定電圧の約 1/2 となり、外部信号の振幅が+5V で振幅は最小になり、-5V で振幅は最大となります。
*4：外部変調ソースを選択した場合、変調周波数は、背面パネルのMOD入力端子に入力される最大±5Vの信号でコントロールされます。周波数偏差は、入力信号の
        電圧に比例します。例えば、変調信号の電圧が正の電圧で周波数は増加し、+5V で設定されたキャリア周波数+1/2 周波数偏差となり、負の電圧を入力すると、
        周波数は減少しキャリア波形 -1/2 周波数偏差の信号となります。0V近辺でキャリア周波数となります。　
*5：外部トリガソースを使用すると、背面パネルのトリガ入力端子に入力されたトリガパルス（TTL ハイレベル）を受信するたびにスイープします。
       トリガ信号の周期は、スイープ時間設定（最小時間 1ms）と等しいか遅くなるように設定してください。   外部トリガ信号の周期≦スイープ時間
*6：外部トリガ入力端子に入力される TTL レベルの信号でコントロールされます。
        TTL ハイレベルでホップ周波数になり、TTL ローレベルでキャリア周波数となります。
*7 ：位相偏差は、背面パネルのMOD INPUT 端子に入力される最大±5Vの信号でコントロールされます。外部信号が+5V の場合、位相偏差は設定値と同じになります。
*8：外部変調ソースを選択した場合、SUMの振幅は、背面パネルにあるMOD入力端子の信号（最大±5V）でコントロールされます。
        例えば、SUM振幅を 30％に設定している場合、キャリア信号の振幅は 70％（100％-30％）となり、外部入力信号が+5V でキャリア波から入力信号の約 30％が
        引き算され、-5V でキャリア波に入力信号の約 30％が加算されます。     出力信号振幅：キャリア波振幅×（100％-SUM Ampl％）- 外部信号振幅×SUM Ampl％
*9：CH1/CH2 を同時にスイープモードまたはバーストモードにしたとき、CH2 のマーカが優先されます。
*10：Infinit( 無限回 ) の場合、トリガはマニュアルのみです。
*11: SUM変調の変調波形で方形波を選択した場合、周波数によってはオーバーシュートがあります。
*12: 設定範囲は 1μHz ～ 25MHz で 20MHz 以上は精度保証外になります。
*13: 設定範囲は 1μHz ～ 25MHz で 5MHz 以上は精度保証外になります。
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FGX-2220は、DDS方式による20MHzのフル2チャンネルのファンクションジェネレータです。各チャンネル
別々に波形、周波数、振幅など全ての機能を設定できます。豊富な波形（正弦波、方形波、パルス波、ランプ波
、ノイズ、任意波形）、変調機能（AM、FM、PM、FSK、SUM）やトリガスイープ、トリガバースト/N-サイクルを持
ったコストパフォーマンスに優れた2チャンネル ファンクションジェネレータです。
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